
令和６年１１月北本市定例記者会見 次第 

 

 

日時 令和６年１１月２２日（金） 

午後２時３０分 

場所 会議室３- Ｅ・Ｆ 

 

 

１ 開  会 

 

２ 説  明 

・令和６年第４回北本市議会定例会の議案等について 

・北本市からのお知らせ 

 

３ 質  疑 

 

４ 閉  会 

 

〇配布資料 

・ 令和６年度一般会計補正予算等の概要（資料１） 

・ 各種情報提供資料（資料２） 

・ スライド資料 

・ 令和６年第４回北本市議会定例会提出議案一式(輪ゴム止め) 

・ 各種事業のチラシ 



          
         

      

     

     

     
      
     

   
      
     

      
     

      
       
       
      
     

   
      

       
      

       
     

      

       
       
       

       
     



      

     
     

      
     

       
      
      
      
      
      
      
     
     

      
     

      
     

       
       

      



報 道 関 係 各 位 令和６年１１月２２日 

北本市役所 文化財保護課 

文化財保護担当 大平・坂田 

０４８-５９４-５５６６ 

a04700@city.kitamoto.lg.jp 

日  時 

会  場 

参 加 者 

式典概要 

日 時 

会 場 

趣 旨 

実施概要 
(予定) 

備  考 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 土器づくり体験や縄文アクセサリーづくり体験、イノシシ等を使った「縄文鍋」の縄文

食体験など、縄文文化を体感できる企画を用意しています。 

・ 特設ステージでは縄文文化をイメージしたコンサートや、土偶女子・譽田亜紀子氏 

  によるトークショーなどを開催します。 

・ 市役所で定期開催している屋外マーケット「＆green market」も同時開催します。 

デーノタメ遺跡国史跡指定記念式典 

１１月３０日(土) １１:００ ～ 

市役所庁舎ホール 

県知事、近隣自治体首長をはじめ、デーノタメ遺跡の保存と活用に関し、これまで

御協力いただいた方々や、これから御協力いただきたい方々、９０名程度 

・ 主催者（市長・議長）及び来賓（知事）挨拶 

・ デーノタメ遺跡の概要と指定までの経緯説明 

・ 小講演（明治大学 阿部芳郎 教授） 

〇デーノタメ遺跡国指定記念式典 

そして同日  縄文まつりを開催します！ 

 

１１月３０日(土) １1：00～16：00 
（ステージイベント 12:30 ～ 15:30） 

市役所芝生広場 

デーノタメ遺跡をはじめ、市内には数多くの縄文遺跡が

あります。市民に楽しみながら縄文文化に親しんでいた

だき、「縄文文化都市」北本への愛着を醸成します。 

〇きたもと縄文まつり 2024（同時開催 &green market） 

一般参加の受付はありませ

ん。報道機関は入場可能。 

現在のデーノタメ遺跡 

弓矢体験(イメージ) 

こんだ あ き こ

詳細はこちら

担当者コメント                                            

10 月 11 日、「デーノタメ遺跡」が国史跡指定になりました。改めましてこれま

で御理解、御協力いただいた全ての皆様へ感謝しますとともに、北本の縄文

文化を少しでも身近に感じていただき、親しんでいただくため、全力を尽くして

まいります！ 
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報 道 関 係 各 位 令和６年１１月２２日 

北本市役所 人権推進課 

人権推進・男女共同参画担当 

 木村 

０４８-５９４-５５０６ 

日 時 

~人権尊重社会をめざす県民運動協賛事業~
人権を守る市民の集い 

 会 場 

内 容 

担当者コメント 

毎年、12 月 4 日～10 日の人権週間に併せて開催しています。人権が尊重される社会

の大切さについて、再認識するきっかけにしていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市では、市民の人権意識の高揚と人権尊重の心を育て、あらゆる人権侵害をなくし、明るい地

域社会を築くために、「人権を守る市民の集い」を開催します。 

 当日は、「全国中学生人権作文コンテスト埼玉県大会」の北本市代表作品を、作者本人（中学

生）に朗読していただきます。また、元パラリンピック選手の鈴木ひとみ（すずきひとみ）氏をお招き

し、「ファッションモデルより車いすの今を幸せに思う理由 ～絶望、愛、飛躍～ 」という演題で講

演していただきます。 

北本市文化センター 第１，２会議室  

入場 90 人（先着順・申込制） ※手話通訳・要約筆記を行います。 

第１部 全国中学生人権作文コンテスト埼玉県大会の北本市代表作品の朗読 

     各中学校 1 名 

第２部 講演 「ファッションモデルより車いすの今を幸せに思う理由 

 ～絶望、愛、飛躍～」  

     講師 元パラリンピック選手 鈴木 ひとみ 氏 

12 月8 日(日) 開演13：30 開場 13：00   

講師 鈴木ひとみ 氏 
（元パラリンピック選手） 

・1982年度 ミス・インターナショナル準日本代表。 

・22歳の時、交通事故に遭い、車いす生活になる。 

 その後、車いす陸上の国際競技大会での優勝やパラリン

ピックの射撃日本代表など車いすスポーツで活躍。 

・著書が「車椅子の花嫁」と題してドラマ化 

・現在、講演活動のほか、ＮＨＫ障害福祉賞の審査員を務

める。 

詳細はこちら
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北本のミライを語りませんか？ 

高校生も参加するまちづくり市民ワークショップを開催 

報 道 関 係 各 位 令和６年１１月２２日 

北本市役所 政策推進課 

政策推進担当 高橋 

０４８-５１１-７７０１ 

a02200@city.kitamoto.lg.jp 

日 時 

場 所 

参加者 

講 演 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
担当者から一言 

市の最上位の行政計画である「第六次北本市総合振興計画」の策定にあたって、市

民の皆様が描くミライの北本市について、自由に語り合っていただき、意見を計画に

反映させることで、市民とともにミライの北本の計画をつくっていきます。 

本市では、未来の北本市をよりよいまちに

していくために、まちの将来像や方向性を描

く、新たな「総合振興計画」の策定をすすめて

います。 

そこで、市民のみなさんが描く未来の北本

市についての「声」を聴きながら新たな総合

振興計画を策定していくため、市民ワークシ

ョップを開催します。 

好評だった第 1 回（11 月 10 日開催）に続

き、第 2 回では、「これからの北本市に必要 

１２月１４日(土) 10：００～１２：００  

北本市役所３階 会議室３－Ｅ・Ｆ 

40 名程度 

「（仮）人口減少社会におけるまちづくり」 

東京大学大学院人文社会系研究科 赤川学教授 
第 1 回ワークショップの様子 

な取り組みについて」をテーマに公募市民、地元企業、北本高校の生徒の皆さん

も交えた幅広い視点で、北本のミライについて語り合います！ 
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報 道 関 係 各 位 令和６年１１月２２日 

北本市教育委員会 生涯学習課 

生涯スポーツ担当 小野・廣岡 

０４８-５９４-５５６８ 

a07700@city.kitamoto.lg.jp 

パリ 2024 パラリンピックの車いすラグビーに北本市出身の中町俊耶選手が
出場し、熱戦を繰り広げられた結果、金メダルを獲得されました。 

金メダル獲得について、市長に報告を行うため、表敬訪問に来庁されます。 

担当者コメント 

パリ 2024 パラリンピックでの激闘の様子や、悲願の金メダルを

獲得した気持ちなど中町選手から報告していただく予定です。 

 

開催日 １２月１５日（日） 

北本市役所 ２階 応接室 （北本市本町 1-111） 会 場 

9 時 30 分から 

その他 取材される方は事前
にご連絡ください。 

内 容 

【８月５日に開催した壮行会の様子】 【帰国時】 

パリ 2024 パラリンピック 車いすラグビー 

メダリスト 
北本出身 中町 俊耶 選手が表敬訪問！ 

※写真提供可 

・中町選手からの金メダル報告 
・市長からお祝いの言葉 など 
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報 道 関 係 各 位 令和６年１１月２２日 

北本市役所 共生福祉課 

地域共生担当 黒澤 

０４８-５９４-５５１７ 

a03300@city.kitamoto.lg.jp 

日 時 

北本市重層的支援体制整備事業

誰もがつながれる場所「かがやきらく」 

 場 所 

運 営 

担当者コメント 

‘誰でも喜(き)楽(らく)で気楽(きらく)に’を合言葉に、どなたでも自由に利用ができる開か

れた空間です。どこかとつながりたい方、社会参加を必要としている方に利用してもらえるこ

とを期待しています。オープン日は居場所として開放するとともに、ヨガの日やモルック体験

などの参加自由なプログラムも用意。地域の他の資源とのコラボレーションも図りながら、充

実した居場所になるよう育てています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～北本市重層的支援体制整備事業・参加支援事業とは～ 

北本市重層的支援体制整備事業は、複合的な課題や困難、生きづらさを抱えている方に向けた支援体制を整備するものです。 

本事業の一環として実施している参加支援事業は、社会とのつながりが希薄な方を対象に、社会と接続する機会を提供する事業

です。北本市では令和 5 年度より NPO 法人北本福祉の会かがやきの郷に事業委託しています。 

 「かがやきらく」は、北本市重層的支援体制整備事業における参加支援事業の取組の

１つとして令和６年６月よりオープンしました。古民家を改装し、どなたでも自由に利用が

できる開かれた空間で、喜楽で気楽に、ゆったりのんびり、つながる場所です。 

心が休まらない日々、日常にゆとりが欲しいとき、独りが嫌なときなど、そんなときは、

ぜひ「かがやきらく」をご活用ください。 

かがやきらく （北本市荒井３－７９） 

 

毎週月曜日 13:00～16:00、金曜日 10:00～16:00 

ＮＰＯ法人 北本福祉の会かがやきの郷 
イベントスケジュール 

公開中 

かがやきらくＩｎｓｔａｇｒａｍ 
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報 道 関 係 各 位 令和 6 年 11 月 22 日 

北本市役所 政策推進部 

市長公室 

シティプロモーション・広報担当  

千葉 ０４８-511-9119 

農商福が連携したふるさと納税型 CF プロジェクト 
障がい者が北本産『薪』づくりで地域とつながる！ 

ふるさと納税型クラウドファンディングとは 

  
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、市民や市内事業者と連携した「まちのためにやってみたいプロジェク
ト」を応援するふるさと納税型クラウドファンディングに取り組んでいます。 
 
障がい者福祉事業所「くじら雲」がチャレンジする本プロジェクトは、障がい者
の地域とのつながり創出、受託作業の工賃アップを目指し、地元企業とタッグを
組んで薪を製造・販売するローカルブランドプロジェクトです。 
 
市内の雑木林等を管理する㈱矢口造園の間伐材を活用し、薪の製造をくじら雲
の利用者さんが行います。１年以上かけて乾燥させた薪は、カインズ北本店での
店頭販売やイベントでの出店販売等を予定しています。 
 
目標金額達成にむけて、寄附の応援をよろしくお願いいたします。 

▲ プロジェクトを実施する皆さん ▲ 薪割りの様子 

応援したいまちの取り組み内容へダイレクトに寄附し、なおかつふるさと納税
と同様に税控除を受けることができるクラウドファンディングです。 
返礼品を設定しないことで北本市民も寄附できる仕組みを構築し、プロジェク
トの応援を通してまちへの愛着醸成を目指します。 

目標 
金額 

使い道 ２００万円 
原材料費、設備費、 
ブランドデザイン費など 

 
クラウドファンディング実施期間 11/1（金）から 1/30（木）まで 
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くじら雲所長 鹿谷英治さんよりコメント 

プロジェクトの詳細ページ 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

くじら雲は 2018 年に開所してから「地域を元気に」「地域の外へ出る」をモット
ーに、常時 16 名程の利用者さんが通っています。障がいを持つ方たちは、自由
に行きたい所へ行けない、イベントに参加できないなど、コミュニティが限定的
になったり、閉じこもりがちになったりします。この度いただいたチャンスは、
利用者さんの世界を大きく広げることができるものとなるはずです。 

 
今年４月に障がい者差別解消法が改正され、まちの中では障
がいを持つ方と出会うことが多くなってきています。９月の
パリパラリンピックでは、様々な困難を抱えた選手たちの目
覚ましい活躍に皆が釘付けになりました。 
障がいを持つ方たちとどんな関わりができるのか、求められ
ているのか。身近なところでできることはないだろうか。た
くさんの方からプロジェクトへご支援いただけると大変あり
がたいです。どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

ふるさとチョイス GCF 

プロジェクト名 
地元の間伐材を活用した made in 北本の『薪』をつくる！農商福連携の新たな
仕事づくりで地域とつながる架け橋を 

URL 
https://www.furusato-
tax.jp/gcf/3626?utm_source=saitamaken_kitamotoshi&utm_medium=referral&
utm_campaign=lgmk_11233 

プロジェクトページ QR コード 

 

 
 

《過去に実施したプロジェクト》 
令和２年 シェアキッチン ジャズ喫茶「中庭」 
令和３年 クッキー屋さんが作る防災用の長期保存クッキー 
令和４年 植物と陶芸体験〇×□（ｴﾝﾊﾞｲﾎﾞｯｸｽ）/うえのへや写真館 
令和５年 KILIG DANCE STUDIO、ヘア＆ネイルスクール 
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報 道 関 係 各 位 令和 6 年 11 月 22 日 

北本市役所 政策推進部 

市長公室 

シティプロモーション・広報担当  

矢ノ川 ０４８-511-9119 

きたもとチャレンジプログラム「ふみだスコーレ」開校中 
１０代・２０代の若者が地域課題を解決 

担当者コメント 

 本市では、10 代・20 代の定住意欲の低さが顕在化しています。本事業を通し、若者の地

域での活動、学びの中で、地域への興味関心や意欲が増加し、これからも北本に住み続け

たいと思い続けることを目指し、事業を展開していきます。 

北條 教授（北本市在住） 
スケ
ジュ
ール 

  
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事業は、高校生、大学生など若者を対象に、地域課題を解決するプロジェクト

を創出するプログラムです。北本市内各エリアでのフィールドワークを通して、フ

ァシリテーターと一緒に地域課題を抽出し解決するプロジェクトを実施します。 

 プロジェクトが採択となると事業費が交付され事業がスタートとなります。事

業実施に向けて、地域で活動している団体、企業からのアドバイスや協力を経て、

より良い事業の実現を目指します。 

 プロジェクトに取り組むことで、地域課題の解決だけでなく、学生や若者の地域

参画のきっかけや、地元で働く大人との交流を通して地域への愛着が醸成される

というシティプロモーションを目指していきます。 

▲ ジャズ喫茶「中庭」でミーティング ▲ キャリアトーク(ふみだすお茶会) 

～大正大学地域構想研究所がプロジェクトを応援～ 

当プロジェクトは、北本市と大正大学との連携事業です。豊富な地域活性化のノウハウを有し、多彩な教育

プログラムを持つ大正大学地域構想研究所と共に、事業を推進しています。 

11 月～12 月 ミーティング、トークイベント、プロジェクト発表 
12 月～     プロジェクト実施 
2 月下旬    報告会 
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